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平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

（
心
技
体
の
向
上
へ
の
取
り
組
み

、
研
究
機
関

）

※
護
身
短
刀
取
り
　
Ⅰ
・
・
想
定
し
た
型
と
し
て

平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

（
ス
キ
ル
向
上
訓
練
確
認
機
関

）

１
第
二
十
六
回
指
導
者
研
修
会

日
時
　
平
成
二
十
一
年
五
月
十
六
日

（
日

）

　
　
　
１
２
：
３
０
～

１
５
：
３
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
４
階
第
多
目
的
室

）

研
修
内
容

　
①
昇
段
審
査
確
認

　
・
科
目
ス
キ
ル
向
上

　
・
審
査
方
法

　
②
生
涯
学
習
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
に
向
け
て

平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

偲
ぶ
会

　
※
十
一
月
か
ら
六
月
期
分
の
納
付
を
行
い
ま
し
た

。

平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 

理
事
会

第
十
八
回
定
例
理
事
会

日
時
　
平
成
二
十
一
年
五
月
十
六
日

（
日

）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
：
４
０
～

１
８
：
１
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
　
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
４
階
第
多
目
的
室

）

報
告

　
　
第
十
七
回
定
例
理
事
会
　
議
事
録
各
委
員
長
報
告

審
議
事
項

　
①
役
員

、
実
行
委
員
長
の
役
割
分
担
確
認
の
件

　
　
・
副
実
行
委
員
長
選
出
確
認
の
件

　
②
三
行
事
・
事
業
展
開
確
認
の
件

　
　
・
場
所

、
役
割

、
企
画

、
宣
伝

、
そ
の
他

　
③
昇
段
審
査
等
に
伴
う
確
認
の
件

　
　
・
初
段
審
査
官

、
弐
段
審
査
官

　
　
・
高
段
者
審
査
方
法
確
認

　
④
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
概
要
確
認
の
件

　
⑤
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
の
件

　
⑥
第
２
７
回
指
導
者
研
修
会
内
容
確
認
の
件

 
⑦
そ
の
他
の
事
項

平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

（
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
電
話

、
面
接
等
に
よ
る
相
談
機
関

）

　
個
別
相
談
　
　
　
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否
　
０
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
０
件

　
　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他
　
　
二
件

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
　
　
　
　
　
０
件

 心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
体
が
気
持
ち
い
い
と
心
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
す

」

　
※
危
機
に
備
え
て
進
化
し
て
き
た
私
た
ち
の
体

　
私
た
ち
の
体
に
は
野
生
の
部
分
が
残

っ
て
い
て

、
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と

、
急
い
で
逃
げ
た
り
戦

っ
た
り
で
き
る
よ
う

に
体
も

（
脳

）
も

「
ス
イ

ッ
チ
オ
ン

」
の
状
態
に
な
り
ま
す

。

　
医
学
的
に
い
う
と

、
自
律
神
経

（
意
志
と
は
無
関
係
に

、
独
立
し
て

体
内
の
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
神
経
系

。
ス
ト
レ
ス
が
続
く

と
働
き
が
損
な
わ
れ

、
体
内
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
ま
す

。

｝
系
の
交
感

神
経
が
興
奮
し
た
状
態
で
す

。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は

、
体
内
や
脳
内

に
興
奮
系
の
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が

、
こ
の
状
態
が

長
く
続
く
と

、
体
も
心
も
へ
と
へ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す

。
こ
れ

が

、
ス
ト
レ
ス
病
を
生
み
出
す
の
で
す

。

　
　
　
参
考
資
料
　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
本
部
発
行
冊
子

平
成
二
十
二
年
度
　
行
事
予
定

　
 

八
月
　
七
日

（
土

）
特
別
合
同
練
習
会

　
　
八
月
　
八
日

（
日

）
特
別
合
同
研
修
会
・
理
事
会

　
　
九
月
　
十
九
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
　
九
月
二
十
三
日

（
木

）
他
武
道
参
戦

　
十
一
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
　
十
二
日

（
日

）
忘
年
会

　
十
二
月
二
十
七
日

（
月

）
本
部
納
会

　
平
成
二
十
三
年

　
　
一
月
　
　
九
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会
・
特
別
研
修
会

　
　
三
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

②
我
孫
子
市
役
所
課
税
課
 
 
　
・
・
四
月
五
提
出

 
※
提
出
書
類
 
 

市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
収
支
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
書

二
第
２
７
号
新
聞
編
集
会
議

　
日
時
　
平
成
二
十
二
年
五
月
十
六
日

（
日

）
１
８
：
１
０
～

１
８
：
４
０

　
場
所
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
４
階
第
多
目
的
室

）

三
派
遣
事
業
・
・
台
東
区
の
依
頼
に
よ
り
実
施

　
講
師
派
遣
・
・
１
名

（
助
手
２
名

）

　

「
平
成
２
２
年
度
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座

」

 
日
時
　
５
月
２
９
日
～

６
月
５
日

、
１
２
日
・
・
３
回

 
場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
８
の
８
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
関
係
記
事
裏
面

）

お
花
見
会

（
上
野
恩
賜
公
園

）

　
４
月
４
日

（
日

）
２
１
：
０
０
～

雨
※
４
月
５
日
分
の
本
部
練

　
　
　
　
　
習
が
施
設
使
用
不
可
に
伴
い
４
日
に
変
更
と
な
り

、
練

　
　
　
　
　
習
の
帰
り
に

、
桜
を
見
な
が
ら
花
見
を
し
ょ
う
と
い
う

　
　
　
　
　
こ
と
な
り
ま
し
た

。
毎
年

、
恒
例
の
三
河
島
駅
横
で
の

　
　
　
　
　
花
見
は
諸
事
情
に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

。
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

、
行
事
と
と
ら
え
る
と
無
理
し
て
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す

。
つ
い
で
と
な
り
ま
す
が

、
飲
も
う
か
で
も

良
い
と
思
い
ま
す

。
今
回
は

、
あ
い
に
く
の
雨

、
桜
の
花
散
る
下
で

は
な
く

、
か

っ
て
知

っ
た
る
上
野
駅
コ
ン
コ
ー

ス
と
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た

。
不
飲
酒
戒
を
破
り

、
仲
間
が
集
ま
れ
ば

、
話
題
は
明
日
の

連
盟
の
話
し
で
す

。
反
省
を
踏
ま
え

、
前
進
あ
る
の
み
で
す

。
こ
れ

か
ら
も
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う

。

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

 
本
部
道
場
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 

舘
　
長

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

※
師
範
参
加
に
よ
り

、
技
の
研
究
が
毎
週
行
わ
れ
て
い
ま

す

。
取
り
組
み
中
・
・
・
短
刀
取
り
　
Ⅰ
～
Ⅴ

　
　
※
投
稿
　
　
　
　
　
　
大
関
・
年
少
の
部
統
括

①
上
野
本
部
道
場
生
は

、
舘
長
を
は
じ
め
瀧
井
道
場
長

、
各
師
範
の
先

生
方
か
ら
の
指
導
も
あ
り
更
に
道
場
は
充
実
し
た
設
備
で
あ
り

、
最
高

の
環
境
で
あ
る
と
も
感
じ
ま
す

。
色
々
と
吸
収
し

、
日
々
成
長
し
て
い

る
と
感
じ
ま
す

。
先
輩
が
後
輩
の
面
倒
を
見
て
指
導
す
る
場
面
も
見
受

け
ら
れ

、
道
場
生
全
員
が
日
々
成
長
し
て
い
く
姿
は

、
頼
も
し
く
思
い

ま
す

。
道
場
生
の
道
着
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
時

、
道

場
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す

。

②
支
部
指
導
員

、
年
少
部
統
括
と
し
て

、
ま
だ
ま
だ
貢
献
で
き
て
お
ら

ず

、
低
調
気
味
は
否
め
ま
せ
ん

。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
地
道
に
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す

。
昨
年

、
舘
長

、
笠
置
師

範

、
片
倉
師
範

、
及
川
師
範
に
ご
協
力
頂
い
た
東
芝
府
中
事
業
所
に
お

い
て
派
遣
事
業
が
途
切
れ
な
い
よ
う

、
第
二
弾
を
何
と
し
て
も
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

③
年
齢
に
関
係
な
く
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
い

。

１
週
間

（
１
６
８
Ｈ

）
の
う
ち

、
道
場
で
の
時
間

（
約
２
．
５
Ｈ

）
の

意
味
は
何
で
あ
る
か
？
を
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
た
い

。

※
ア
イ
シ
ン
グ
と
は
何
か
・
・
・

（
連
載
掲
出

）

１
・
・
２
　
応
急
処
置
の
エ
ー

ス

①
 

現
場
に
氷
は
あ
り
ま
す
か
？
・
・
・
・
・

ア
イ
シ
ン
グ
は
ス
ポ
ー

ツ
等
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
有
用
で
す

が

、
最
も
威
力
を
発
揮
す
る
の
は
け
が
の
応
急
処
置
を
行
う
と

き
で
す
捻
挫
や
打
撲
と
い

っ
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
で
頻
発
す
る
け

が
の
応
急
処
置
と
し
て
は

、
何
よ
り
も
ま
ず

「
冷
や
す
こ
と

」

（
つ
ま
り
ア
イ
シ
ン
グ

）
が
最
優
先
さ
れ
ま
す

。
ひ
や
す
こ
と

で
け
が
の
悪
化
を
防
ぎ

、
回
復
を
早
め
る
効
果
が
あ
る
の
で

す

。
ア
イ
シ
ン
グ
以
外
の
別
の
手
段
を
と

っ
た
と
し
て
も

、
ア

イ
シ
ン
グ
以
上
の
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん

。
ア
イ
シ
ン
グ
は
そ

れ
ほ
ど
優
れ
た
存
在
で
あ
り

、
応
急
処
置
の
エ
ー

ス
な
の
で

す

。
で
す
か
ら

、
現
場
で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

っ
た
時
の
準

備
と
し
て

、
氷
は
必
要
不
可
欠
な
ア
イ
テ
ム
に
な
り
ま
す

。

け
が
が
起
き
た
ら

、
湿
布
よ
り
も
ま
ず
氷

。
で
き
れ
ば
現
場
に

氷
を
ア
イ
ス
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
て
運
ん
で
お
き
ま
す

。
そ
れ
が

で
き
な
い
場
合
で
も

、
け
が
が
発
生
し
た
ら
い
つ
で
も
氷
が
用

意
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う

。

平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
報
告

１
事
業
報
告
　
千
葉
県
庁
　
　
　
　
・
・
四
月
五
日
提
出

 
・
定
款

（
事
務
所
移
転
に
伴
い

）

　
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

　
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

　
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

　
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

　
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

　
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
1
0
人
以
上
の
氏
名

２
減
免
申
請

①
柏
県
税
事
務
所
 
 
 
 
 
 
・
・
四
月
五
日
提
出

　
※
提
出
書
類
　
　
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
定
款

 
 
　
　
　
　
　
　
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
収
支
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
書

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 
　
　
瀧
井
師
範

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０

※
５
級
審
査
実
施

　
大
関
達
也
殿

・
４
月
２
６
日
合
格

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

※
４
級
審
査
実
施

　
松
本
茜
殿

・
６
月
１
４
日
合
格

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

※
女
子
の
部
・
頑
張
ろ
う
！
！

1
.

上
野
道
場
生
も
四
月
に
入
り

、
松
本
茜
さ
ん
が
高
校
に
進
学

、
大

関
達
也
君
が
新
た
に

、
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た

。
松
本
さ
ん
は

、
試

験
勉
強
と

、
道
場
を
両
立
さ
れ
が
ん
ば
り
ま
し
た

。
達
也
君
は

、
最
年

少
で
す
が

、
が
ん
ば
り
四
月
に
５
級
に
昇
級
し
ま
し
た

。

　
ま
た

、
中
学
生
の
谷
岡

、
能
登
谷
の
両
君
は

、
ク
ラ
ブ
活
動
が
終

わ

っ
て
か
ら
道
場
に
か
け
つ
け
頑
張

っ
て
い
ま
す

。
上
野
道
場
の
中
心

と
し
て
の
自
覚
も
み
え
て
き
ま
し
た

。
大
関
友
也

、
鎌
田
悦
暉
両
君

は

、
良
い
意
味
で
の
自
信
が
少
し
ず
つ
つ
い
て
き
た
よ
う
に
お
も
い
お

ま
す

。
道
場
生
各
々
が

、
他
人
を
大
切
に
し
て
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す

。

２

、
連
盟
も
少
し
ず
つ
土
台
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す

。

 
ま
だ

、
確
固
た
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

。
こ
れ
か
ら
は

、
土

台
を
確
立
し

、
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

。
連
盟
の
存

在

、
活
動
を
周
り
の
人
々
に
ア
ピ
ー

ル
し
な
け
れ
ば

、
と
思
い
ま
す

。

３

、
ま
ず

、
私
と
し
て
は
活
動
拠
点
の
上
野
道
場
近
隣
の
方
々
に
連
盟

の
存
在
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。
そ
れ
と
道
場
生
に
元

気
良
く

、
練
習
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

　
上
野
道
場
　
瀧
井

☆
☆
新
入
会
員
☆
☆

　
根
本
拓
く
ん

（
６
才

）

§
５
級
に
合
格
し
て
§

◆
上
野
道
場
年
少
部

 
大
関
　
達
也

（
６
歳

）

５
級
に
合
格
し
て
嬉
し
か

っ
た
で
す

。

一
生
懸
命
練
習
し
て
次
は
４
級
に
合
格

し
た
い
で
す

。
そ
し
て

、
９
月
の
台
東

区
空
手
道
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
で
す

。

◆
成
長
を
感
じ
る
こ
と
 

上
野
道
場
　
大
関
　
浩
一

　
日
頃
よ
り
小
林
舘
長

、
瀧
井
道
場
長
か
ら
の
ご
指
導

の
お
陰
で
５
級
を
合
格
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
　
上
野
道
場
で
は
各
師
範
の
先

生
方
か
ら
の
指
導

、
道
場
の
年
長
の
先
輩
方
か
ら
も
お

世
話
に
な
り

、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す

。

入
会
当
時
は

、
保
育
園
年
中
で
あ

っ
た
為

、
他
の
道
場
生
と
年
齢
が
離

れ
て
お
り

「
続
け
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

」
と
心
配
も
し
ま
し
た

が

、
今
年
よ
う
や
く
小
学
生
と
な
り
ま
し
た

。｢

続
け
る
事
の
大
切

さ

｣

、

「
続
け
て
い
て
良
か

っ
た

」
と
本
人
が
実
感
で
き
た
時
に

「
護

身
武
道
小
林
会
上
野
道
場

」
の
す
ば
ら
し
さ
が
改
め
て
分
か
る
事
と
思

い
ま
す

。
現
在
の
上
野
道
場
は
道
場
生
全
員
で
よ
い
汗
を
流
し

、
逞
し

く
成
長
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

。
基
本
練
習
か
ら

、
各
級
に
分
か
れ

て
の
稽
古
で
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。
最
近
で

は
道
場
生
同
士
で
の
技
の
確
認
も
見
受
け
ら
れ

、
こ
れ
は
自
分
た
ち
か

ら
率
先
し
て
行

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

、
道
場
生
達
の
意
識
の
向
上
と

言
え
る
で
し
ょ
う

。
し
か
し
少
々
だ
ら
け
れ
ば
即
厳
し
い
指
導
も
入

り

、
油
断
？
は
出
来
ま
せ
ん

。
私
自
身

、
支
部
指
導
員
と
し
て
道
場
生

に
厳
し
く
も
温
か
い
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。
今

後
も
引
続
き
ご
指
導
の
程

、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。
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松
戸
五
香
道
場
　
 
 
 
 
 
 
 
 

及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
 
 
 
 
 
 
 

松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
 
 

毎
週
日
曜
日
　
 
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
 
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

寧
久
も
入
会
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
す

。
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
が
菜
央
ち

ゃ
ん
が
入
会
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
毎
週
休
む
事
も
な
く

二
人
と
も
楽
し
く
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す

。
今
２
人
は
６
級
に
は

な

っ
た
も
の
の
基
本
が
ま
だ
ま
だ
で
す
の
で
そ
こ
の
修
正
を
中
心
に
頑

張

っ
て
い
ま
す

。
ま
だ
ま
だ
技
術
的
に
は
劣
り
ま
す
が
い
つ
も
元
気
一

杯
に
切
磋
琢
磨
し
て
お
り
ま
す

。

［
事
務
局

］

忙
し
い
年
代
で

の
指
導
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す

。
今
を
大
切
に

歩
む
こ
と
が
大

き
な
稔
り
を
生

む
こ
と
だ
と
思

い
ま
す

。

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
 
 

草
加
市
清
門
町
６
７
１
 

新
田
西
文
化
セ
ン
タ
ー

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
 
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

☆
上
野
道
場
に
出
稽
古
・
２
回
目
・
練
習
の
成
果
を
出
し
て
！
！

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
長
島
師
範

場
所
　
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
　
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

　
護
身
武
道
を
２
年
間
習

っ
て
　
　
 
 

東
葛
道
場
　
飯
田
祐
生

 
ぼ
く
が
護
身
武
道
に
入
門
し
て

、
も
う
す
ぐ
2
年
に
な
り
ま
す

。
2

年
間
で
長
島
先
生
か
ら
わ
ざ
も
た
く
さ
ん
教
わ
り
ま
し
た

。
今
は

、
紫

帯
を
目
指
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す

。

　
こ
れ
か
ら
も

「
人
に
や
さ
し
く

」
を
忘
れ
ず
に

、
そ
し
て
た
く
さ
ん

練
習
し
て
強
く
な
り
た
い
で
す

。

毎
週

、
真
剣
に
元
気
に
練
習
を
し
て
い
る
飯
田
君
の
姿
か
ら
教
え
て
い

る
こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す

。
細
く
て
も
い
い
の
で
長
く
続

け
て
上
の
級
に
上
が
れ
る
よ
う
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い

。

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
　
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

※
た
だ
今

、
夏
期
研
修
会
初
段
審
査
に
向
け
て

、
ゲ
ン
さ
ん
と
共
に

（
楽
し
く
!
?

）
猛
特
訓
中
で
す

。

「
頑
張
る
お
や
じ

」
は
普
段
よ

り
も
か

っ
こ
い
い

。
西
の
ゲ
ン
さ
ん

、
そ
し
て
東

の
川
島
さ
ん

（
真
土
所
属

）
は
共
に
小
林
会
お
や

じ
連
中
の
鏡
で
す

。
川
島
さ
ん

（
真
土
所
属

）
と

高
橋
伸
介
さ
ん

（
本
部
所
属

）

に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す

。
＊

（

写
真
一
枚
は

）
三
鷹
道
場
生
と

共
に
汗
を
流
す
ゲ
ン
さ
ん
！

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

　
※
護
身
武
道
・
三
鷹
道
場
 
　
　
　
筆
者
：
大
塚
裕
孝
：

◆
植
田
　
拓
也
・
・
道
場
一
の
真
面
目
な
彼
は

常
に
先
生
の
話
を
よ
く
聞
き

、
陰
の
技

、
陽
の

技
と
も
に
精
力
的
に
励
ん
で
い
る

。
体
は
小
さ

い
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
は
ピ
カ
イ
チ
で
乱
取
り
の

際
の
そ
の
連
続
技
は
先
生
も
手
を
焼
く
ほ
ど
の

実
力

。
だ
が
真
面
目
す
ぎ
る
が
故
に

、
後
輩
等

々
に
厳
し
い
一
面
も
あ
る

。
し
か
し
そ
れ
も
実

際
は
愛
情
の
裏
返
し
な
の
で
あ
る

。
そ
ん
な
真

面
目
一
本
気

、
三
鷹
道
場
の
二
宮
金
次
郎

は
今
日
も
邁
進
し
て
い
る

。

（
笑

）

◆
竹
下
　
剛
史
・
・
道
場
の
中
で
最
も
背
の
高
い
彼

、
そ
の
1
8
0
㌢

に
肉
薄
す
る
身
長
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
リ
ー

チ
の
長
い
突
き
蹴
り
な
ど

で
相
手
を
翻
弄
す
る

。
中
で
も
そ
の
蹴
り
は
軌
道
も
美
し
く

、
高
さ
も

あ
り

、
お
手
本
の
よ
う
な
蹴
り
で
あ
り

、
見
て
い
て
面
白
い
蹴
り

、
わ

か
り
や
す
く
言
え
ば
素
人
に
も
そ
の
う
ま
さ
は
わ
か
る
物
だ

。
き

っ
と

先
生
を
除
け
ば
道
場
で
は
一
番
上
手
い
だ
ろ
う

。
体
格

、
う
ま
さ
と
も

に
か
ね
備
え

、

「
こ
れ
か
ら
ま
だ
伸
び
る

」
と

、
舘
長
も
絶
賛
で
三
鷹

道
場
期
待
の
星
だ

。

◆
タ
ク
マ

（
鳥
山
貴
久
麿

）
い
ま
で
は
一
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
小
学

生
の
部
で
一
人
が
ん
ば
る
タ
ク
マ

、
ま
だ
ま
だ
ヤ
ン
チ

ャ
で
少
し
ス
タ

ミ
ナ
面
に
不
安
は
あ
る
も
の
の
根
は
素
直
で
と
て
も
い
い
子

。
今
は
ま

だ
ま
だ
精
尽
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が

、
体
も
柔
ら
か
く

、
こ
れ
か
ら

の
指
導
で
蹴
り
は
と
て
も
き
れ
い
に
な
る
と
筆
者
は
期
待
し
て
い
る

。

◆
ヒ
デ

（
新
井
　
英
光

）
顔
が
な
か
な
か
の
イ
ケ
メ
ン
で
先
生
の
嫉
妬

の
対
象

（
笑

）
。
つ
い
こ
の
前
ま
で
中
学
１
年
に
な
り
た
て
だ

っ
た
ヒ

デ
も

、
も
う
中
学
３
年
生
に
な
り
最
近
は
自
覚
も
出
て
き
た
の
か
今
ま

で
あ
ま
り
取
り
組
ま
な
か

っ
た
陰
の
技
に
も
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
る

。
ま
だ
体
が
で
き
て
い
な
い
が
身
長
は
十
分
に
伸
び
て
き
て
い
る

の
で
ヒ
デ
も
ま
た
こ
れ
か
ら
次
第
で
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
く

。
と
思
う

存
在
だ

。
た
だ
体
が
硬
い
の
が
難
点
か
？

◆
リ

ュ
ウ

（
斯
波
　
龍
也

）
三
鷹
道
場
内
で
や
る
も
ふ
ざ
け
る
も
一
番

元
気
な
リ

ュ
ウ

、
そ
の
元
気
で
乱
取
り
に
も
は
い

っ
て
く
れ
れ
ば
良
い

の
だ
が

、
、
、
。
ヒ
デ
も
そ
う
だ
が
リ

ュ
ウ
も

、
と
い
う
か
二
人
と
も

も
う
少
し
乱
取
り
を
や

っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
雑
感
で
あ
る

が
こ
こ
で
は
関
係
な
い
の
で
省
略
さ
せ
て
も
ら
う

。
と
も
あ
れ
三
鷹
道

場
の
元
気
印
で
も
あ
る
リ

ュ
ウ

、
今
は
や
は
り
体
の
出
来
が
ま
だ
ま
だ

な
の
で
い
か
ん
せ
ん
蹴
り
な
ど
安
定
し
な
い
が
こ
れ
か
ら
筋
肉
も
身
長

も
付
い
て
く
る

。
あ
せ
ら
ず
基
本
を
や
り
実
力
を
つ
け
て
三
鷹
の
切
り

込
み
隊
長
と
な

っ
て
欲
し
い

。

◆
大
塚
雅
志
・
・
今
年

、
高
校
入
学
を
果
た
し
新
た
に
初
段
を
狙
う
雅

志

。
だ
が
や
は
り
部
活
が
あ
り
時
間
も
あ
ま
り
な
い

。
し
か
し

、
も
う

す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
が
高
校
の
部
活
と
い
う
物
で
き
つ
く
絞
ら
れ
れ

ば

、
体
が
出
来
上
が
り
見
違
え
る
ほ
ど
動
け
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ

う

。
そ
の
間

、
型
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
少
し
で
も
道
場
へ
き
て
ほ
し

い

。
初
段
は
や
は
り
難
し
い
が
あ
ら
た
な
高
校
の
ス
タ
ー

ト
と
共
に
段

と
い
う
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切

っ
て
ほ
し
い
と
思
う

。

　
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

☆
三
鷹
道
場
は
七
人
の
個
性
と
云
う
宝
物
を
乗

せ
て
７
年
以
上
を
経
過
さ
せ
ま
し
た

。
投
稿
し

た
ヒ
ロ

（
大
塚
裕
孝
・
愛
称

）
も
今
や
大
学
生

、
小
さ
か

っ
た
手
が
や
が
て
大
き
な
夢
を
掴
も

う
と
す
る
勇
姿
に

、
ま
る
で

「
は
や
ぶ
さ

」
の

様
な
期
待
を
抱
き
ま
す

。
・
・
笠
置
・
・

〈
事
務
局

〉
＊
先
生
の
自
己
研
鑽
に
深
く
頭
を

た
れ

、
今
後
益
々
の
発
展
を
願
い
ま
す

。
・
・

（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
2

)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

　
３
８
３
１

)

０
８
４
４

（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
２

有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
２
ー

９
２
７
４
ー

８
８
８
７

)

ひ
た
ち
な
か
教
室
　
　
指
導
師
範
　
平
戸
師
範

連
絡
先
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

　
～

財
産
を
築
く
～

　
皆
様

、
日
頃
よ
り
護
身
武
道
の
修
練

、
ご
苦
労

様
で
す

。
現
在

、
身
に
付
い
た
技
や
精
神
は

、
真
剣
に
稽
古
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
重
ね

、
少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
で
す

。
こ
れ
は
紛

れ
も
無
く
価
値
あ
る
財
産
で
す

。
一
方

、
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
財

産

、
人
と
の
絆
や
信
頼
関
係
は
ど
う
で
し
ょ
う

。

人
の
周
り
に
は
必
ず
人
が
い
ま
す

。
学
校
の
友
達

、
職
場
の
同
僚

、
道

場
の
仲
間

、
も
ち
ろ
ん
家
族
も

。
こ
ち
ら
の
財
産
も
少
し
ず
つ
築
き
上

げ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。
や
は
り
真
剣
に
取
り
組
ん

で
・
・
・

。
ど
ん
な
こ
と
も
短
期
間
に
得
る
も
の
は

、
そ
の
寿
命
も
短

い
よ
う
に
思
い
ま
す

。
自
身
の
こ
と
に
は
真
剣
に
な
れ
て
も

、
人
の
こ

と
に
は
？
或
い
は
人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て

、
自
分
の
す
べ
き
こ

と
を
疎
か
に
・
・
・

。

我
々
は
修
行
に
よ
り
心
も
体
も
よ
り
強
い
人
間
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す

。
さ
ら
に
一
歩
階
段
を
上
が
り

、
自
分
の
こ
と
も

、
人
の
こ

と
も
思
い
や
れ
る
武
道
家
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す

。

※
派
遣
事
業

（
台
東
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

）

生
涯
学
習
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
開
催

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
８
の
８
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

４
Ｆ

☆
第
一
回
目
・
・
５
月
２
９
日

（
土

）
１
８
：
３
０
～

２
０
：
３
０

・
参
加
指
導
者

（
舘
長

、
瀧
井
師
範

、
中
武
師
範

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
倉
師
範

、
笠
置
師
範

、
及
川
師
範

）

・
参
加
者
・
・
１
７
名

（
女
子
・
１
２
名

、
男
子
・
５
名

）

開
講
挨
拶

助
手
紹
介

講
座
概
要

ス
ト
レ

ッ
チ

基
本
練
習

技
の
練
習

捌
き
技

、

払
い

、
抜
き
技

ク
ー

ル
ダ
ウ
ン

講
話
・
・

《
武
術
と
武
道
に
つ
い
て

》

[

武
士
が
戦
い
の
た
め
に
身
に
つ
け
る
技

術

」
「
二
つ
の
戈
を
止
め
る
争
わ
ざ
る
道

の
修
行

」
・
・

。
古
代
中
国
で
老
子
が
語

っ
た
と
さ
れ
る

「
タ
オ

」
以

来

「
道

」
と
い
う
漢
字
は

、
・
・
・

。
万
物
を
万
物
を
し
て
成
り
立
た

せ
て
い
る
の
が

「
道

」
と
い
う
・
・
・
道
に
一
番
近
い
の
が

「
水

」
の

あ
り
方
・
・
・
柔
軟
な
生
き
方
を
目
指
す
べ
き
だ
と
い
う

。

武
道
は

、
倫
理
的
概
念
が
内
在
し
た
も
の
で
あ
り
・
・
・
単
な
る
武
術

で
は
な
い
・
・
・

。

質
疑
応
答

終
了

☆
第
三
回
目
・
・
６
月
１
２
日

（
土

）
１
８
：
３
０
～

２
０
：
３
０

・
参
加
指
導
者

（
舘
長

、
瀧
井
師
範

、
笠
置
師
範

、
長
島
師
範

　
　
　
　
　
片
倉
師
範

、
中
武
師
範

、
及
川
師
範

、
大
村
師
範

）

・
参
加
者
・
・
１
４
名

（
女
子
・
９
名

、
男
子
・
５
名

）

三
日
目
講
座
挨
拶

唱
和

ス
ト
レ

ッ
チ

　
及
川
師
範

基
本
練
習

　
中
武
師
範

技
の
練
習

※
４
班
編
成

払
い
技
・
抜
き
技

 
　
　
よ
り
逆
技

逆
技
よ
り
固
め

固
め
よ
り
極
め

器
物
法
・
傘
 
　
・
・
２
技

護
身
短
刀
取
り
　
・
・
２
技

乱
取
り
・
舘
長
×
大
村
師
範

　
　
片
倉
師
範
×
笠
置
師
範

講
話
・
・
舘
長

《
護
身
に
つ
い
て

》

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て

、
身
を
守
る
術
を

身
に
付
け
て
生
ま
れ
て

く
る
・
・
・

。
危
機
に

備
え
進
化
し
て
き
た
・

・
・

。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

遇
し
た
と
き

、
最
小
限

の
ダ
メ
ー

ジ
で
回
避
出
来
る
か
が
問
題

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
勝
つ
こ
と

が
全
て
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
・
・
・

。
護
身
と
は

、
ま

さ
に
生
き
抜
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い

。

質
疑
応
答

講
座
ア
ン
ケ
ー

ト

（
株

）
山
武

担
当
者
終
了
挨
拶

終
了

☆
第
二
回
目
・
・
６
月
５
日

（
土

）
１
８
：
３
０
～

２
０
：
３
０

・
参
加
指
導
者

（
舘
長

、
瀧
井
師
範

、
片
倉
師
範

、
笠
置
師
範

、

　
　
　
　
　
　
　
中
武
師
範

、
及
川
師
範

）

・
参
加
者
・
１
２
名

（
女
子
・
７
名

、
男
子
・
５
名

）

二
回
目
講
座
挨
拶

　
舘
長

ス
ト
レ

ッ
チ

　
笠
置
師
範

基
本
練
習

　
片
倉
師
範

技
の
練
習

※
４
班
編
成

逆
技
・
４
技

受
身

ク
ー

ル
ダ
ウ
ン

　
及
川
師
範

講
話
・
・
舘
長

《
上
達
す
る
た
め
に
は

》

守
・
破
・
離
と
は
・
・
・

。

「
一
疑
一
信
相
参
勘
し

、
勘
極

っ
て

、
信
始
め
て
堅
し

」
・
・
・

。

習
い

、
覚
え
る
こ
と

、

「
一
芸
に
秀
で
る
者
・
・

」
信

じ
続
け
る
こ
と
は

、
一
番
の
方
法
で
あ
り
・
・
・
自
己

の
大
い
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
・
・
・

。
良
き
仲

間
を
得
る
こ
と
も
大
切
・
・
・

。
心
身
の
向
上
を
図
り

、
人
格
を
高
め
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う

。

質
疑
応
答
　
　
　
　
　
終
了

本
部
練
習
は

、
主
に
指
導
者
の
研
究
機
関
で
す

が

、
他
道
場
の
交
流
場
所
に
も
な

っ
て

、
時
に

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す

。
一
般
の
部

、
学
生

の
部

、
女
子
の
部

、
壮
年
の
部
等
を
含
め
た

、

実
践
的
な
技
の
あ
り
方
を
発
信
し
て
い
ま
す

。

撮影：瀧井師範

参
加
師
範
各
位

深
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す

。
お
疲
れ
様
で

し
た
！

「
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座

」
へ
の
取
り
組
み

＊
今
講
座
は

、
台
東
区
の
依
頼
に
よ
り

、
台
東
区
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
１
６
才
以
上
の
方

、
で
行
わ
れ
ま
し
た

。
・

「
人
に
優
し
く

」
護
身

武
道
・

〔
争
い

、
競
い
合
う
も
の
に
な
く

、

「
護
身
術

」
で
は
な
い

「
護
身
武
道

」
と
し
て

、

『
技
と
心

』
を
学
ぶ
も
の
で
す

。

〕
を
軸
に

展
開
す
る
こ
と
を
考
え

、
現
実
に
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
等
に
対
し
如

何
に
在
る
べ
き
か
を
問
う
講
座
と
し
た
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た

。

「
技

」
に
つ
い
て
は

、
３
回
の
講
座
で

、
会
得
で
き
る
か
と
な
る
と
難

し
く

、
傷
つ
け
な
い

、
つ
か
な
い
方
法
も
あ
る
の
だ
と
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と

。
そ
し
て

、

「
心

」
と
し
て
は

、
ど
う
あ
る
べ
き
か

、
ど
う
す

る
べ
き
か
は

、
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
に
よ
り
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を

、

再
認
識
す
る
き

っ
か
け
に
と
考
え
臨
み
ま
し
た

。

　
講
座
修
了
後
に

、
定
期
的
に
当
連
盟
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

態
勢
も
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

。
・
・
生
き
抜
く
バ
ネ
に
・
・

真
土
道
場
　
　
　
　
中
武
師
範
・
及
川
師
範
・
舘
 

長

場
所
　
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八
荒
川
旧
真
土
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
１
３
：
０
０
～

１
５
：
０
０

※
初
段
目
指
し
て

、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す

。
若
く
は
な

い
が

、
持
ち
前
の
ガ

ッ
ツ
は
一
番

。
こ
れ
か
ら
の

、
生
き

方
を
価
値
の
あ
る
モ
ノ
と
す
る
た
め

、
指
導
者
と
し
て

、

共
に
社
会
に
貢
献
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。


